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アセトアミノフェン原薬の法令違反に関する報道について 

 

解熱鎮痛薬等に含まれる有効成分「アセトアミノフェン」の原薬を製造している国内

企業において、安価な中国製のアセトアミノフェンを厚生労働省に届出ることなく不正

に混合し、出荷されていたことが6月22日付で報道されました。当該原薬は国内に流

通する医薬品の原料として使用されていることから、当院におけるアセトアミノフェンを

含む医薬品に関して調査を行いました。 

その結果、当院で採用し患者さんに処方している下記の一部医薬品に当該原薬

が使用されていることが判明いたしました。しかしながら、原薬の製造工程に法令違

反があったものの、行政当局により品質には問題ないことが科学的に証明されており、

当該原薬を使用した医薬品に関しては出荷が継続されております。したがって当該

原薬が使用された医薬品の使用により健康被害の発生や効果に影響が無いものと

判断しております。 

このたびの報道により、アセトアミノフェンを含む医薬品を使用中の患者さんとその

ご家族の方々は不安や不信感をお持ちのことと思います。一方でご自身の判断で使

用を中止されますと症状の悪化に繋がるおそれがございます。 

該当の医薬品に関する不安や疑問、ご希望などがございましたら、担当医師・薬剤

師・看護師または患者相談窓口（1 階外来ロビー）にいつでも遠慮なくご相談くださ

い。 

 

＜当該原薬を使用している当院採用の医薬品＞ 

ＰＬ配合顆粒（総合感冒薬） 

ＳＧ配合顆粒（解熱鎮痛剤） 

カロナール細粒（解熱鎮痛剤） 

アルピニー坐剤（解熱鎮痛剤） 

（これ以外の当院で使用しているアセトアミノフェン製剤には当該原薬は使用されておりません。） 
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